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文責 門岡啓介

～春はまだまだ

名のみです～

２月４日（土）は、暦の上では春を迎えました。しかし、寒

い日は続いています。今週は少し気候も緩むようですが、どう

なるのでしょうか。

「何も咲かない寒い日は、下へ下へと根を伸ばせ。やがて大

きな花が咲く。」という言葉もあります。２月、３月の学校生活

で、子供たちが力を蓄えてくれることを期待しています。

１月３１日（火）、スクールカウンセラーの江﨑先生に、「集団内で

の気持ちの持ち方」をテーマに６年生へ講話をしていただきました。

どうして心のすれ違いが起こるのか、その時どうすればいいのか、脳

科学や発達心理学をベースにわかりやすく、ユーモアも交えながら話

していただきました。子供たちもよく理解できたと思います。淀川校

長先生を初め、中央中の先生方も見にきていただき、小中連携の面か

らも意義のある時間となりました。

＜児童の感想＞ 「先生紹介」

中嶋 利彦教頭先生

１ 趣味 日曜大工（主に

木工） ｱｳﾄﾄﾞｱ

２ 特技 吹奏楽（ﾄﾛﾝﾎﾞｰﾝ）

※中学校から現在まで続けています

３ 一言

保護者の皆様には日頃から大変

お世話になっています。美里町は

ＩＣＴ環境が充実し、子供たちの

学びがとても向上していますので、

学校もしっかり整備していきたい

と思います。ＨＰもリニューアル

しましたのでぜひご覧下さい。

本校の扇の要、職員室の担任として

いつもお世話になっています。職員・児

童・保護者の皆様との相談や情報処

理（ＩＣＴ）、環境整備等多岐に渡り、なく

てはならない存在です。昨年度は宇城

教頭会の会長に選出され、宇城全体の

リーダーとしても活躍されています。

６年 中村美雨さん

私は、今日のお話を聞いて、

人に感謝の気持ちを持ち、それ

を言葉にできる人になりたいと

思いました。お話を聞いて、特

に印象に残っていることは、く

だもの例えです。確かに保育園

の時は自分が一番優先で周りの

ことは考えてなくてりんごのよ

うでした。だけど小学校高学年

からは周りを気にしたり、色々

複雑な思いもあり、ぶどうのよ

うな心だと思いました。また、

勇気を出して、みんなに伝え、

知ってもらう大切さを改めて感

じました。大人に近づくにつれ

て心も体も成長していて、それ

は周りも分かっていて、きちん

と話せばお互い理解することが

できることがわかりました。こ

れから、落ちこんだりしている

友達がいたら、声をかけたり、

よりそってあげるだけでもでき

ることをしたいと思いました。
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立春を過ぎました

中学生へ向けて

６年 吉住太一くん

ぼくは、スクールカウンセラー

のお話で、自分が友達になんと思

われているかなど気にしなくても

いいと分かりました。ぼくは４年

生からはずっと自分がどう思われ

ているのか、きらわれてないかな

ど周りの目を気にしていたけれ

ど、他の人もいっしょかもしれな

いと思うと楽になったような気が

しました。そして、りんご、ぶど

う、みかんの図を確かにと思いま

した。こころは小さい時は１つだ

けど、大きくなるにつれぶどうみ

たいに増えたり、大人になるとみ

かんになってかくすようになって

いくんだなと思いました。いろん

な自分を育てていくことも大事な

んだと思いました。そして、最後

に中学生になったら、たくさんい

ろんなことがあるだろうけれど、

今の友達を大事にして、周りの目

ばかり気にしないようにしたいで

す。


